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　5 月 20 日、中頓別消防団の春季消防演習が行われました。

　今年は 7月に行われる操法大会への出場が決定しており、

選抜された団員は厳しい訓練を受け、春季消防演習では見事

な操法を披露してくれました。

今月の春季消防演習の話題は

「まちの話題」へ GO!5 ページ
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中
頓
別
町
で
は
、
今
年
中
を
目

処
に
観
光
地
域
づ
く
り
を
推
進
す

る
新
組
織(
D
M
O)

を
設
立
予

定
で
あ
り
、
そ
れ
に
向
け
て
、
今

年
3
月
に
役
場
で
町
民
説
明
会
、

4
月
以
降
で
４
Ｈ
ク
ラ
ブ
、
農
協

女
性
部
、
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
に

対
し
て
説
明
会
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。

　

Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
は
、
地
域
の
観
光
資

源
に
精
通
し
、
地
域
と
協
同
し
て

観
光
地
域
づ
く
り
を
行
う
法
人
の

こ
と
で
す
。

　

今
ま
で
中
頓
別
町
に
訪
れ
る
観

光
客
の
数
は
、
近
隣
町
村
と
比
べ

て
少
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
し

た
が
、
新
組
織
で
は
、
中
頓
別
の

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
憧
れ
て
、
リ

ピ
ー
タ
ー
や
移
住
予
備
軍
と
な
っ

て
く
れ
そ
う
な
人
た
ち
を
メ
イ
ン

に
、
よ
り
多
く
の
観
光
客
に
来
て

も
ら
え
る
よ
う
な
産
業
づ
く
り
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

　

新
組
織
は
、
現
在
の
中
頓
別
観

光
開
発
㈱
、
中
頓
別
観
光
協
会
、

そ
う
や
自
然
学
校
、
農
業
体
験
交

流
施
設
の
4
つ
の
機
能
を
1
つ
に

ま
と
め
た
組
織
と
な
り
、
地
域
の

「
稼
ぐ
力
」
を
引
き
出
し
、
地
域
へ

の
誇
り
と
愛
着
を
醸
成
す
る
「
観

光
地
経
営
」
の
視
点
に
立
っ
た
舵

取
り
役
と
な
り
、
町
内
の
多
様
な

関
係
者
と
協
議
し
な
が
ら
、
戦
略

を
策
定
し
、
事
業
運
営
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。

中
頓
別
町
Ｄ
Ｍ
Ｏ
設
⽴
へ
向
け
た
動
き

中頓別町DMOが担う機能のイメージ

情報を伝える

道北エリアの観光案内
ホームページでの情報発信
宿泊 PR
体験交流プログラム PR
ライドシェア (Uber)PR

経営する

体験交流プログラムの企画・提供
温泉施設の運営とサービス提供
道の駅の運営とサービス提供
コテージの運営とサービス提供
空き家などをリノベーションして
民泊施設として活用する検討

つくる・売る

牛乳やハチミツを活かした新しい
スイーツの開発
地元の食を活かした「なかとんラ
ンチボックス」の販売
樹木を活かしたエッセンシャルオ
イルづくり

つなぐ

観光客と老若男女の町民との幅広
い交流演出
移住希望者への PR
移住相談とそのお世話
お試し暮らし住宅の運営
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中頓別町ＤＭＯ設立へ向けた動き

□
中
頓
別
町
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
活
動

□
こ
れ
か
ら
の
事
業
展
開
・

 

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て

　

今
後
は
、
中
頓
別
町
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の

年
内
設
立
に
向
け
、
町
民
に
向
け

て
説
明
会
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

そ
こ
で
Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
町
民
の
方
の
具

体
的
な
関
わ
り
方
の
方
向
性
に
つ

い
て
意
見
交
換
を
行
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
6
月
1
日
に
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の

専
務
人
材
と
し
て
職
員
を
1
人
採

用
し
、
温
泉
、
道
の
駅
の
ス
タ
ッ

フ
と
と
も
に
仕
事
を
し
な
が
ら
、

現
状
の
分
析
や
組
織
の
課
題
抽
出
、

事
業
計
画
の
策
定
に
取
り
組
ん
で

い
く
ほ
か
、
D
M
O
組
織
の
体
制

づ
く
り
に
向
け
て
、
必
要
な
人
材

の
確
保
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

平成 29 ～ 31 年度

施
策
①

施
策
②

中
核
と
な
っ
て
持
続
発
展
的
に
観
光
地
域
づ
く
り
を
進
め
る
組

織(

D
M
O
）
を
新
た
に
組
成
す
る
。

中
頓
別
町
観
光
開
発
㈱
、
中
頓
別
観
光
協
会
、
そ
う
や
自
然
学

校
の
事
業
な
ど
と
合
併
し
て
、「
な
か
と
ん
べ
つ
観
光
ま
ち
づ
く

り
会
社(

仮
称)

」
を
新
た
に
設
立
す
る(

事
業
領
域
の
決
定
、

経
営
人
材
の
確
保
、
財
政
基
盤
の
確
保
な
ど
に
つ
い
て
検
討)

ピ
ン
ネ
シ
リ
地
区
の
再
開
発
、
コ
テ
ー
ジ
周
辺
の
再
整
備

施
策
③
ま
ち
な
か
地
区
の
再
開
発(

地
域
ま
る
ご
と
ホ
テ
ル
へ
の
挑
戦)

ワ
ン
グ
レ
ー
ド
上
の
中
長
期
滞
在
交
流
コ
ン
テ
ン
ツ
の
企
画
開

発
と
ひ
と
づ
く
り

組
織
づ
く
り
、
デ
ー
タ
収
集
、
コ
テ
ー
ジ
整
備
、
ひ
と
づ
く
り

第 1期：3年間

施
策
④

　

中
頓
別
町
Ｄ
Ｍ
Ｏ
で
は
、
ピ
ン

ネ
シ
リ
温
泉
、
道
の
駅
・
コ
テ
ー
ジ
、

そ
う
や
自
然
学
校
、
も
う
も
う
・

オ
ガ
ル
の
指
定
管
理
を
担
い
、
観

光
地
域
づ
く
り
に
必
要
な
事
業
展

開
を
行
う
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

醸
成
や
情
報
発
信
、Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
運
営

に
関
わ
る
人
材
の
育
成
を
主
に
行

い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
個
人
、

団
体
、
商
工
観
光
事
業
者
、
行
政

な
ど
と
連
携
し
て
地
域
全
体
で
必

要
な
体
制
の
整
備
や
企
画
、
連
携

調
整
を
行
う
な
ど
、
観
光
地
域
づ

く
り
組
織
と
し
て
地
域
全
体
で
の

展
開
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

中
頓
別
町
観
光
地
域
づ
く
り
専
務
人
材

31 年までに新組織で行う具体的な施策

も
と
み
や       

や
す
と
し

本
宮  

康
年

　

本
宮
さ
ん
は
、
旭
川
市
出
身
で
、

前
職
で
は
、
中
頓
別
町
の
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
作
成
を
行
っ
て
い
た
北

海
道
地
図
株
式
会
社
で
業
務
の
統

括
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　

人
材
募
集
を
ネ
ッ
ト
で
知
り
、

他
の
自
治
体
に
は
な
い
ゼ
ロ
か
ら

事
業
を
始
め
る
と
い
う
環
境
に
興

味
を
引
か
れ
応
募
を
決
め
ま
し
た
。

田
舎
好
き
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
移

住
す
る
こ
と
に
は
抵
抗
は
な
か
っ

た
そ
う
で
す
。

　

山
登
り
や
マ
ラ
ソ
ン
、
ス
キ
ー

と
い
っ
た
ア
ウ
ト
ド
ア
な
趣
味
を

た
く
さ
ん
持
っ
て
お
り
、「
現
場
に

出
て
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
汗
を
流

し
な
が
ら
地
域
づ
く
り
に
取
り
組

み
た
い
。
事
業
の
進
行
は
じ
っ
く

り
み
な
さ
ん
と
対
話
を
し
な
が
ら

計
画
し
、
進
め
る
と
き
は
迅
速
に
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊

計
画
時
期
を
ク
リ
ア
す
る
だ
け
で

な
く
、
前
倒
し
で
進
め
て
い
き
、

新
し
い
こ
と
に
も
ど
ん
ど
ん
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
い
き
た
い
」
と
意
気

込
み
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
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中
頓
別
町
で
4
組
目

 

棈
松
さ
ん
新
規
就
農

爽
や
か
な
晴
天
の
中
の
熱
闘

 

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
⼤
会

　

5
月
13
日
、
町
長
杯
争
奪
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
各
町
内
会
か
ら
た
く

さ
ん
の
方
が
参
加
。
清
々
し
い
天

気
の
中
、
コ
ー
ス
内
で
新
緑
の
景

色
を
楽
し
み
な
が
ら
も
、
優
勝
を

目
指
し
て
し
の
ぎ
を
削
り
ま
し
た
。

年
に
1
度
の
集
中
清
掃

 

ク
リ
ー
ン
作
戦

　

5
月
12
日
、
ク
リ
ー
ン
作
戦
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
天
気
も
よ
く
、
た
く
さ

ん
の
町
民
の
方
の
参
加
が
あ
り
ま

し
た
。
今
年
は
タ
イ
ヤ
の
不
法
投

棄
が
見
ら
れ
ま
し
た
が
、
全
体
的

に
ゴ
ミ
が
少
な
く
、
例
年
の
清
掃

の
効
果
が
実
感
で
き
る
結
果
と
な

り
ま
し
た
。

宗
谷
管
内
で
の
新
規
就
農
を
決
意

し
ま
し
た
。

　

当
面
は
設
備
投
資
を
行
っ
て
い

く
予
定
と
の
こ
と
で
、
「
町
民
の

み
な
さ
ん
に
お
い
し
い
牛
乳
を
飲

ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に
が
ん
ば
っ

て
行
き
た
い
で
す
」
と
意
気
込
み

を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

中
頓
別
町
4
組
目
と
な
る
新
規

就
農
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
新
規
就
農
し
た
棈
松(

あ
べ

ま
つ)

さ
ん
は
、
現
在
岩
手
地
区

で
牧
場
を
経
営
し
て
い
ま
す
。　

　

棈
松
さ
ん
は
、
埼
玉
県
出
身
で

元
々
は
獣
医
を
目
指
し
て
い
ま
し

た
が
、
酪
農
の
面
白
さ
に
気
づ
き
、
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一
糸
乱
れ
ぬ
演
習

 

春
季
消
防
演
習

　

5
月
20
日
、
消
防
署
前
で
南
宗

谷
消
防
組
合
中
頓
別
支
署
春
季
消

防
演
習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

団
員
の
一
糸
乱
れ
ぬ
通
常
点
検

と
機
械
点
検
の
あ
と
、
水
だ
し
操

法
を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
班
長
指

揮
の
も
と
統
制
の
と
れ
た
操
法
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
防
火

衣
を
着
て
の
模
擬
火
災
演
習
を
行

い
全
行
程
を
終
了
、
春
季
消
防
演

習
は
無
事
に
終
了
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
7
月
に
行
わ
れ
る
平
成

30
年
度
北
海
道
消
防
操
法
訓
練
大

会
に
参
加
す
る
た
め
、
団
員
の
中

か
ら
選
抜
さ
れ
た
操
法
隊
の
操
法

演
習
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
操
法
隊

は
各
職
場
が
終
業
後
に
集
ま
り
、

日
夜
訓
練
を
積
ん
で
い
ま
す
。
大

会
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
大
会
終

了
後
広
報
に
て
お
知
ら
せ
い
た
し

ま
す
。

河
川
の
安
全
確
認

　

防
災
パ
ト
ロ
ー
ル

雨
の
中
の
激
戦

 

中
学
校
運
動
会

　

5
月
26
日
、
中
頓
別
中
学
校
で

運
動
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
朝
か
ら
小
雨
が
降
る

あ
い
に
く
の
天
気
で
し
た
が
、
生

徒
た
ち
は
雨
を
も
の
と
も
せ
ず
全

力
で
競
技
に
参
加
し
、
各
種
目
で

最
後
ま
で
目
が
離
せ
な
い
大
熱
戦

を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

5
月
22
日
、
細
谷
建
設
、
枝
幸

警
察
署
、
南
宗
谷
消
防
組
合
中
頓

別
支
署
、
役
場
防
災
担
当
が
合
同
で

防
災
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
パ
ト
ロ
ー
ル
で
は
、
雪

解
け
水
で
増
水
し
た
際
の
河
川
の

浸
食
が
確
認
さ
れ
、
緊
急
時
の
対

応
の
確
認
が
さ
れ
ま
し
た
。
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　日本の公的年金制度は、老後の暮らしをはじめ、事故などで障害を負ったときや、一家の

働き手が亡くなったときに、みんなで暮らしを支え合うという社会保障の考え方で作られた

仕組みです。

　日本国内に居住している 20歳以上 60 歳未満の方は国民年金の被保険者となります。20歳

になったら、一部の方々 (※) を除き、役場や年金事務所での国民年金第 1号の加入手続きが

必要になります。

　国民年金第 1号被保険者は毎月保険料を納めることが必要になります。原則的には保険料

を納めないと年金を受け取ることができませんが、保険料を納めることが難しい場合や学生

の場合は納付猶予制度などがあります。

「知らなかったから手続きできなかった！」ということがないように少しだけ年金について

知ってみませんか？

　※厚生年金保険加入者や共済組合加入者、またはその配偶者に扶養されている人

①第 1号被保険者

　日本に住む 20歳以上 60 歳未満の方で、第 2号被保険者または第 3号被保険者に該当しな

　い方。手続きは役場で行います。外国人の方は、住民票を作成した市区町村にて手続きが

　できます。

②第 2号被保険者

　会社や工場などにお勤めの方で、厚生年金に加入している方。加入手続きは会社などの事

　業主が行います。保険料は給料から源泉控除され、事業主が納めます。

③第 3号被保険者

　第 2号被保険者に扶養されている 20歳以上 60 歳未満の配偶者の方。加入手続きは第 2号

　被保険者である配偶者が勤めている会社などの事業主が行います。保険料負担はありませ

　ん。

※②③の方でわからないことがあった場合は勤務先へお問い合わせください。

国民年金の加入者と加入の手続き

　国民年金の加入手続きが終わると年金手帳が交付されます。年金手帳は年金を受け取ると

きや相談を行うときに必要になります。一生使いますので大切に保管してください。

　紛失した場合は、第 1号被保険者の方は年金事務所または役場で、第 2号被保険者の方は

年金事務所もしくは事業主を経由して、第 3号被保険者の方は事業主を経由して申請手続き

を行ってください。

年金手帳

年金を知ろう　
第 1回日本の国民年金制度

年金を知ろう　
第 1回日本の国民年金制度

詳しく知りたいとき、わからないことがあったときは
稚内年金事務所　お客様相談室 (0162-74-1000) または日本年金機構ホームページをご覧くだ
さい。

次回は、国民保険料の免除・追納制度についてです。
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◇制度の概要

　耕作放棄地の増加などにより水源かん養機能・洪水防止機能など、農業農村の有する多面

的機能の低下が懸念されている中山間地域などにおいて、担い手の育成などによる農業生産

の維持を通じて、多面的機能を確保する観点から、農業生産条件の不利を補正する目的で中

山間地域等直接支払交付金を交付する制度です。平成 27年度から 5年間の第 4期対策が取

り組まれています。

◇集落協定の概要

①集落名：中頓別集落（代表者　姉歯義宣）

②協定参加者数：42経営体（農業者 41人、農地所有適格法人 1組織）

③協定農用地面積：2,684.34 ha

④農業生産活動等に要する経費：31,599 千円

⑤共同取組活動の概要

　平成 29年度は、酪農研修生への支援、消石灰配

　付や牛ウイルス性下痢ウイルス感染症 (BVD) 検査

　の実施、巨大かぼちゃの種配布及び学校給食 ( な

　かとん牛乳 ) への助成、草地更新への助成、酪農

　ヘルパー車の導入などの活動が実施されました。

◇協定農用地の基準別面積及び交付額

　草地比率の高い草地の基礎単価 (1,200 円 /10 アール当たり ) で算定されています。

　交付対象面積：2,633.25 ha

　交付額：31,599 千円

　（財源内訳 ) 国費 (1/2)15,799 千円、道費 (1/4)7,900 千円、町費 (1/4)7,900 千円

　○交付金の使用方法

　　共同取組活動に充当 (40%)12,640 千円

　　協定参加者へ配分 (60%)18,959 千円

計

取り組み内容・交付金使途

１．集落の管理体制 ( 集落役員などへの報酬、事務委託費など )

２．農業生産活動など

　(1) 農用地に関する事項 ( 対象農地の圃場データ管理経費 )

４．その他 ( 事務費等 )

３．農業生産活動の体制整備

　(1) 農業生産活動などの継続に向けた活動

　　　( 新規就農者の確保、防疫体制の強化、食育活動、

　　　  農地の生産性向上維持、酪農ヘルパー利用対策 )

金　額

731 千円

185 千円

12,655 千円

10,939 千円

◆ 学校給食に並ぶなかとん牛乳

平成 29 年度中山間地域等
直接支払交付金の取組みについて

800 千円
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「中頓別町地域おこし協力隊」では、日々の活動や生活の様子を配信するブロ

グと Facebook ページを開設しています。是非ご覧ください。

「地域おこし協力隊ブログ」は、役場ホームページからもアクセスできます。

ブログ Facebook

『なかとんカフェ』 がオープンしました！

　誰もが気軽に交流ができる場所を目指して、５月に保健

センター内に「なかとんカフェ」が新しくオープンしまし

た。この事業には、地域おこし協力隊の岡隊員が立ち上げ

準備からオープン当日まで深く関わってきました。

今月号はその「なかとんカフェ」の内容とその想いをお伝

えします。

第
3
号

　「なかとんカフェ」とは、子どもから高齢者まで、誰でも気軽に交流できる場所を目指す地域サロン

です。

　また、このカフェは認知症の人とその家族が地域で孤立することなく、安心して暮らし続けることが

できる地域づくりを目的として、認知症の人やその家族、支える地域の方々が福祉などの専門職に相談

できる場でもあります。

　事業の実施主体は中頓別町地域包括支援センターですが、将来的には地域の方々との協働によって運

営を進めていくことを目指しています。

『なかとんカフェ』 とは？　なぜ必要なの？

　地域おこし協力隊として、地域の方々とより密接にかかわりながら地域づくりをしていきたいとの思い

で、昨年 8月から活動してきました。「地域サロン」「コミュニティカフェ」といったものは、いま全国各

地で増えつつありますが、行政と地域が一体となって取り組む成功例は、まだ少数のように感じます。

　中頓別町は、少子高齢化、人口減を深刻な課題としていますが、つながりを大切にして地域活動に参加

する“活動人口”の多さは、どの町にも引けを取らないものがあり、大きな魅力と感じています。

　中頓別町の“人の魅力”という大きな特色を活かして、福祉の先進地域を目指し、その拠点としての「な

かとんカフェ」をこれから作り上げていきたいと考えています。

　まだ始まったばかりのカフェですが、地域の誰もが利用しやすく、「ちょっと行ってみよう！」と感じ

ていただけるような場所になるよう、これからも様々なアイデアを取り入れていきたいと思っています。

皆さん、ぜひ「なかとんカフェ」へお立ち寄りください！そして、一緒に「なかとんカフェ」を作ってい

きましょう！

～地域の方と繋がれる場所を～　岡隊員の想い

□営業日　平日の月曜日～金曜日
□時　間　10 時 30 分～ 15 時
□場　所　中頓別町保健センター内
□内　容
　コーヒー類の温かい飲み物などを 100 円
　( おかわり無料 ) でご提供しています。
　お子さん連れの方も気兼ねなくお越しくださ
　い。



ダリン＆ジリアンの ALT 通信

file.5

My Golden Week started when I met my friends in Takikawa. After I 

picked up my friends, we drove to Obihiro. We ate a lot of great food, 

met with friends, went to the movies, and visited the Tokachi 

Millennium Forest.

After three days in Obihiro, my friends and I drove down to Hakodate. 

While we were in Hakodate, we went up in the Goryokaku Tower, went to 

museums, visited Cape Tachimachi, and enjoyed the night hanami in 

Goryokaku Park. We wanted to go to Mt. Hakodate, but it started 

raining and was too cloudy to see anything.

After that, we drove from Hakodate to Sapporo. We met with some 

friends, ate burgers, visited some parks, and did a lot of shopping. 

We had a lot of fun!

It was a very busy Golden Week, but I was really happy to see all of 

my friends and explore some amazing new places!

今月の担当はジリアン先生
This artcle written by Ms.Jillian
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　滝川で友達と集合して、ゴールデンウィークの旅が始まりました。友達を車

に乗せ、帯広に向かいました。たくさん美味しい物を食べたり、帯広の友達と

映画を見にいったり、十勝千年の森にも尋ねたりしました。

　帯広で 3日間過ごし、友達と一緒に函館までにドライブしていました。五稜

郭タワー、様々な博物館、立待岬に行ったり、五稜郭公園で夜花見したりして

いました。函館山に行きたかったけど、雨が降り始めて、曇っていたので、あ

まりいい絶景見えませんでした。

　そして、函館から札幌に向かっていました。札幌の友達と遊んでいて、アメ

リカン・ハンバーガーを食べて、いくつかの公園に行っていて、たくさん買い

物をしてきました。すごく楽しかったです！

　とても忙しかったゴールデンウィークでしたが、友達に会えてよかったです！

北海道の素晴らしい市町村ももっと知って、よかったです！

Golden Week 2018( ゴールデンウィーク 2018 年 )
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File №265
今⽉の担当は
⼭⽥ 美緒⼦
保健師

中
頓
別
町
⼦
育
て
世
代
包
括
⽀
援
セ
ン
タ
ー

⼦
育
て
世
代
包
括
⽀
援
セ
ン
タ
ー 

⼭
⽥
寿
美 

助
産
師

　

皆
様
こ
ん
に
ち
は
。
中
頓
別
町
子
育
て

世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
助
産
師
と
し

て
赴
任
し
て
参
り
ま
し
た
山
田
寿
美
で

す
。
中
頓
別
に
戻
っ
て
こ
ら
れ
て
大
変
嬉

し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　

前
回
は
平
成
23
年
4
月
か
ら
長
寿
園
に

看
護
師
と
し
て
お
勤
め
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
事
情
が
あ
り
一
度
札
幌
に
戻
り

ま
し
た
が
、
中
頓
別
の
広
い
緑
の
野
原
、

美
し
い
星
空
、
温
か
い
町
民
の
皆
様
を

時
々
思
い
出
し
て
は
、
ま
た
戻
り
た
い

な
ぁ
と
願
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
時
、

助
産
師
募
集
の
朗
報
が
！
ヨ
シ
！
応
募
し

よ
う
!!

　

雇
っ
て
頂
け
る
こ
と
に
な
り
、
小
さ
な

車
に
お
布
団
、
本
、
鍋
な
ど
詰
め
込
ん
で

新
し
い
出
会
い
に
胸
ふ
く
ら
ま
せ
て
、
天

北
峠
を
越
え
て
参
り
ま
し
た
。

　

仕
事
に
就
い
て
す
ぐ
、
可
愛
い
お
子
様
、

お
母
様
方
と
お
会
い
し
エ
ネ
ル
ギ
ー
い
っ

ぱ
い
頂
い
て
い
ま
す
。

　

私
自
身
は
5
人
兄
弟
の
真
ん
中
の
育

ち
。
子
ど
も
3
人
、
孫
6
人
い
る
現
役
お

婆
ち
ゃ
ん
で
す
。

　

私
の
妊
産
婦
時
代
は
随
分
昔
と
な
り
ま

し
た
。
今
の
時
代
の
皆
様
の
思
い
を
受
け

止
め
、
お
心
に
寄
り
添
っ
て
い
こ
う
と

思
っ
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
お
声

を
か
け
て
頂
き
ま
す
よ
う
に
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

す
く
す
く 

の
び
の
び 

⼦
ど
も
の
笑
顔
を 

み
ん
な
の
喜
び
に

こんなときには ・ ・ ・

・不妊・不育の治療の相談をしたい
・母乳やミルクは足りているか
・引っ越してきたばかりで中頓別町の子育て支援サービスがよくわからない
・こころの相談を受けたい
・孫のことで相談したい
・こどものおねしょが心配
・ファミリーサポートセンターの提供会員は誰でもなれるの？
・初めての離乳食、どうしたらいい？
・こどもを遊ばせる場所は？

妊娠 ・出産 ・子育てのワンストップ相談窓口

子育て世代包括支援センターへお気軽にご相談ください

　月～金　8:30 ～ 17:15
　6－1995( 介護福祉センター・保健センター）
　6－2003( 地域包括支援センター：24 時間対応）
※相談場所は保健センター・介護福祉センター
　自宅その他希望に応じます。



児童書一般書

図書室だより

今月の新着図書 (5 月 20 日現在 )

 【お願い】図書室から借りたままになっている本はありませんか？
　次に借りたい人が待っています。できるだけ早めの返却をお願いします。

『月の炎』
著：板倉 俊之　新潮社

『決定版 まんが日本ばなし 101』
　著：川内 彩友美　講談社

一般向け図書　

『恨みっこなしの老後』　　　　　　橋田 壽賀子

『ちょこっと楽しむ保存食』　　　　　伊藤 玲子

『頭に来てもアホとは戦うな！』　　田村 耕太郎

『老いをきりりと、生きる』　　　　　島津 みえ

『最後まで、あるがまま行く』　　　日野原 重明

『炎と怒り－トランプ政権の内幕』

　　　　　　　　　　　　 マイケル・ウォルフ

児童向け図書　

『54 字の物語』　　　　　　　　　氏田 雄介

『あま～いしろくま』　　　　　 柴田 ケイコ

『おしりたんていファイル（全 6巻）』

　　　　　　　　　　　　　　　　　トロル

『ドキドキ！おばけのにゅうがくしき』

　　　　　　　　　　　　　　 大木 あきこ

『えほんからとびだしたオオカミ』

　　　　　　　　　ティエリー・ロブレヒト

※その他、多数の新着図書が入りました。ぜひご来室ください。

　

小
学
校
周
辺
で
発
生
し
た
な
ぞ
の
連

続
放
火
。

　

犯
人
を
追
う
少
年
た
ち
の
前
で
真
実

は
二
転
三
転
し
、
や
が
て
言
葉
を
失
う

真
相
が…

　

感
涙
必
死
の
ミ
ス
テ
リ
ー
！

　

お
な
じ
み
「
ま
ん
が
日
本
昔
ば
な

し
」
の
総
集
編
！　

放
送
開
始
か
ら

20
年
を
超
え
、
こ
れ
ま
で
に
放
送
さ

れ
た
中
か
ら
傑
作
1
0
1
話
を
お
さ

め
ま
し
た
。

読み聞かせボランティア「このゆびと～まれ♪」の活動
5月 24 日　第 1回ブックスタートにて、読み聞かせの様子 5月 17 日　小学校読み聞かせ
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【ご連絡お待ちしてます！広報担当 A】

や
ま
な
み
吟
社　
　

五
月
例
会

人のうごき
（平成30年5月31日現在）

　　世　帯　　897(+7)

　　人　口　 1,750(+4)

　　　男         870(±0)

　　　女         880(+4)

　 　　　(　) 内は前月対比

出生・死亡・婚姻に係る人口
の異動はありませんでした。

○温かくなったおかげで風景撮影のために外に出ることが多くなりました。一面銀世界の冬も

捨てがたいですが、私はどちらかと言えば夏が好きですね。青い空に緑の野山、色とりどりの花、

そして白黒の牛。やっぱり中頓別は自然がきれいだなと最近改めて実感しながらカメラを構え

ています。これからも写真をバンバン撮って、広報誌や町の PR に役立てていきたいと思います

ので、「ここの景色いいよ」というところがあれば、教えていただければと思います。

楽しい山菜採りのために

楽しいはずの山菜採りが一変して大きな事故につながる場合があります。

次の事に注意して、山菜採りを楽しみましょう。

　①行き先と帰宅時間を家族や周囲の方に必ず知らせましょう。

　　→たとえ近くの裏山などに行く場合でも、必ず家族や近所の方に一声かけて出ましょう。

　②単独で行動せずにできる限り、2人以上で行動しましょう。

　③携帯電話、非常食、雨具、熊鈴などを携帯して行動しましょう。

　　→2人以上で行動する場合でも声かけを行い、お互いの位置を常に確認し合いましょう。

　④目立つ色の服装で行動しましょう。

　　→目立つ色の服装は、救助の早期発見につながります。

　⑤迷った場合は、むやみに歩き回らずに落ち着いて行動し、救助を待ちましょう。

　　→体力の消耗を抑えて、むやみに歩き回らずに、雨、風に当たらない場所を探して救助を

　　　待ちましょう。


